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加硫ゴムの動的粘弾性に及ぽす配合剤の影響(1)

ゴムは弾性と粘性の両方の性質を合わせもつ粘弾性体で

あるため，加硫ゴムにJt: 弦波の振動を与えると，その応答

応）Jに位相差b (O < b < rr / 2)が現れる 11 . tan bは損

失係数とも呼ばれ，加硫ゴムの発熱性，またタイヤ（転が

り抵抗など），防振ゴムの性能評価に役立っている．動的

粘弾竹は，ゴムや補強材の種類依存している．加硫系の依

{{は少ないが，h効硫釦�II硫力式にすることでtanりが翡

くなることが知られている" I• 

今回は，種々の}JU硫系を用いた1JU硫ゴムの動的粘弾性に

ついて紹介する．ノクセラ ー CZ 硫黄，さらにノクセラ

-T「の併用系について行なった．

表1に動的粘弾件を含む加硫ゴムの物 ‘性，また図lに

tan bとり1張応}Jの関係をぷした. tan bは架橋密度が翡

くなるほど低くなる傾向がある. CZと硫黄の変址ではイi

効硫黄1)11硫方式になるほどtanりが翡くなることが，忍めら

れる． 方，ノクセラ ー TTを併川した有効硫黄加硫方式

(No. 4)は，通常硫黄加硫方式(No.l)に近いtan bを

ポす．

次l叫熱老化後の動的粘弾袢の粘果を紹介する．

実 験

1. 配 合
NR ; 100, 酸化咀鉛； 5'ステアリン酸； 1, FEFブ

ラック； 40, ナフテン系油； 10, サンノック； 1, 6C ;

2, 224 ; 1, 加硫系は，表lにぷす．

2. 評 価

(l)加硫ゴム物竹

①常態物性； 150℃) un硫

②動的粘弾性；室温測定，初期ひずみ； 10%, 動的ひず

み；士2%, 周波数；20Hz, レオログラフソリットLl

R (I株東汗粕機製作所製）使用
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図l 各種/JII硫系のtanり (20Ilz) 
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}d 各種/Jii硫系の/Jii硫ゴム物竹

1 2 3 4 5 
CZ (1) CZ (3) CZ (4) CZ (

(12)) TT (4) 硫針(2) 硫黄(1) 硫貨(0.5) 硫
T
黄
T

(0.5) 
加硫時間［分］ 13 11 17 8 16 
TB [MPa] 26.7 26.2 25.6 26.2 25.9 
EB [%] 590 5,10 580 560 550 
M"" [MPa] 1.9 2.1 17 1.8 17 
M:J()() [MPa] 9.3 10.l 8.3 9.0 9.0 
Hs 55 56 52 54 53 
Gぶ [MPa] 0.85 0.91 0.75 0.82 0.78 
E'[MPa] 2.79 3.65 319 3.31 2.87 
tan o 0.095 0.116 0.148 0.098 0.116 

ここに記載した内容は、細心の注意を払って行った試験

に駐づくものでありますが、結果をすべて確実に保J1Eする

ものではありません。
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